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ECやQC※の需要拡大 配送の担い手不足

ロボットによる配送の無人化・省人化

人々の生活をより便利にするECやQCの拡大が

配送員の不足によって頭打ちになるおそれ

※QC=クイックコマース

物流における現状の課題
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自動で走行して荷物を配送するロボット

人や物を自動で回避する

自動車よりも小さくゆっくり走行する

インターネット通販、スーパー、コンビニ、ドラッグ
ストア、クリーニング、C2Cなどの様々なものを
配送する

自動配送ロボット
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名　称  一般社団法人ロボットデリバリー協会 / Robot Delivery Association

設　立  2022年1月20日

目　的  ロボットデリバリーの普及による人々の生活利便性の向上
 遠隔操作型小型車が遠隔操作により安全に通行させることができることの審査

活　動  (1) 遠隔操作型小型車の安全基準の制定と改訂

 (2) 遠隔操作型小型車が遠隔操作により安全に通行させることができることについて   

      の審査 

 (3) 遠隔操作型小型車の遠隔操作者等の人材育成の仕組みの創設と運用

 (4) 自動配送ロボットに関係する行政機関や団体等との連携

 (5) 自動配送ロボットに関する情報の収集と発信



5

本会が担う役割

公道での安全な運行

ロボットデリバリー
サービス提供者

届出（合格証を添付）連携

審査安全基準

ガイドライン

利用者

一般市民

安全・安心で
便利なサービス
の提供

合格証を交付

関係行政機関 都道府県公安委員会
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いつでも、どこでも

ロボットが安全に届けてくれる

より便利な社会の実現へ




